[bookmark: _Hlk492299885]申請書記入に当たっての注意事項

各ページの右側にコメント表示がある項目については、コメント内容に留意の上、ご記入ください。

なお、印刷にあたっては、「コメント表示なし」、もしくは「コメントを削除」の上、2ページ目以降を印刷しご応募ください。

（「ファイル」メニューから「印刷」を選び、「設定」「すべてのページを印刷」「変更履歴/コメントの印刷」のチェックマークをはずす。）












研究助成申請書（文化財保存学（日本画・彫刻）研究助成）	Comment by HOUSEN: 簡潔に分かりやすく記入のこと。
必要に応じて、箇条書きも可。
修士論文・博士論文研究の要旨などを添付することは望ましくない。申請する研究課題に関連する画像・図表・資料などを添付することは可。
                                                 　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
公益財団法人  芳泉文化財団
[bookmark: _Hlk17205342]  理事長 静　敬太郎 殿
  貴財団の助成規程に基づく調査研究として下記のとおり助成を申請致します。
記
	（ふりがな）
申請者氏名
	　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

０,０００円（上限１００万円）

	申請者の現住所
	〒      -         ℡(      )       -


Email:                                               

	生年月日
	　　　　　　　　年　　　月　　　日　生（　　　　歳）

	
所属大学院名
	 　
　 　　　　　　　　　　　　　　 大学大学院
在学生　（大学院　　　　　　課程  　　　　年）
研究者　（職名：　　　　　　　　　　　　　　）

	最終学歴、学位
	



	研究課題
	  

	研究要約
	 

	助成申請金額	Comment by HOUSEN: 次頁の「助成申請金額の内訳」合計金額と合致させること。
（万円単位）
	
０,０００円（上限１００万円）

	本研究に対する助成実績（含む本財団の過年度分）	Comment by HOUSEN: 次頁の「継続申請者の過年度経費使用実績」合計金額と合致させること。
	金額
	機関・団体名

	
	円
	

	助成申請金額の内訳	Comment by HOUSEN: 一般的なﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ・ﾊﾟｿｺﾝ等の購入費は助成対象にはなりません。
資料や図書の購入について、研究室で配備するような「●●全集」「●●全●巻」等については助成対象にはなりません。
	継続申請者の
過年度経費使用実績

	　　材料費　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　                    円
	　　　　　　　 円

	
1
2
3
4
5
	（例）岩絵具





	○○g(セット)○○円 × 本(セット)　





	　　　　　 ○,○○○円




　　　　　　　　　　　　　　　　　
	     　　      円






	　　特殊機材費                                                      　円
	　　　　　　円

	1
2
3
	
	
	
	

	　　旅費      　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　                　　　　　　 円
	　　　　　円

	
1
2
3
	（例）京都
	東京⇔京都×１泊×２回
	　　　　○,○○○円　

	

	　　印刷費　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　　 円
	　　　　　円

	12
3
	
	
	
	

	　　会場費                                                            円
	　　　　　円

	1
2
3
	
	
	
	

	　　謝金                                                              円
	　　　　　円

	1
2
	
	
	
	

	　　その他　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　                    　　　　　　 円
	　　　　　円

	1
2
3
4
	
	
	
	

	合　　計　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　                     　　　　　　円
	           円



	研究計画

	１．これまでの研究成果	Comment by HOUSEN: 申請する研究課題について、申請者自身のこれまでの準備状況や関連研究について記入のこと。
論文や口頭発表など、これまで行ってきた研究発表の要旨を資料として添付することも可。


	

２．全体の計画	Comment by HOUSEN: 申請する研究課題について、本助成金の対象となる範囲に限定して、その目的・意義・期待される成果を記入のこと。修士論文・博士論文研究全体の計画を記述するのではなく、それらの研究の中でどの部分が本研究助成の対象であるのかを明確に記入のこと。
同様の研究課題に関する他の研究者による研究業績がある場合は、それらの先行研究との違いについて記入のこと。
（１）目的








（２）意義	Comment by HOUSEN: 文化財保存学の観点から、本研究のもつ意義について記入のこと。
美術史学・宗教学などの関連分野に波及する意義が想定される場合は、その点についても併記のこと。
論点ごとに箇条書きも可。



（３）期待される成果	Comment by HOUSEN: 研究が計画通りに進んだ場合、どの程度新知見が提示できるか、期待できる成果について記入のこと。
関連分野に波及する成果が想定される場合は、その点についても併記すること。
論点ごとに箇条書きも可。

	３．今年度の計画	Comment by HOUSEN: いつまでに、何をやるのか、期間を区分しながら研究・制作の具体的内容について詳しく記入のこと。修士論文・博士論文研究全体の中のどの部分の研究なのかを記入することも可。
助成申請額の内訳に記載した助成金の使途と研究計画との関係がよく分かるよう配意のこと。





推 薦 書　
（文化財保存学（日本画・彫刻）研究助成用）
                                                      
   　 年 　   月    　日
公益財団法人  芳泉文化財団
  理事長 静　敬太郎 殿
　　貴財団の助成規程に基づく研究者等として下記の者を推薦します。

	


推　薦　者
	
氏　名
	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
（自署の場合は押印不要）

	
	
大学院名

職名
	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学大学院

　　　　　　　　　　教授　　　／　　　　准教授　　　（〇印ください）



記




	（ふりがな）
申請者氏名
	

	生年月日
	            年       月       日 生　 （　 　　　歳）


	
所　　属
（課程・職名）
	
在学生 （　　　 　　　  　課程　 　 　　　　　　　　年）

研究者 （ 職名：　    　　　　　 　　　　　　　　　　　）



公益財団法人 芳泉文化財団
